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理学的に親子間の問題 を論 じる際には、フロイ ト(SigmundFreud)の エデ
ィプス ・コンプレックスなどが随分参照 されたものである。私はかつてフロイ




化心理学者であるスティーブン ・ピンカー(StevenPinker)は エディプス ・








チャールズ ・ダーウィン(CharlesDarwin)の 進化論をさらに敷衍 したリ







ョセブ ・キャロル(JosephCarroll)や デイヴィッ ド ・バラシュ(David
















き り しない ところ が あ るか らだ。 主 人 公 の若 者 が 大 人へ と成 長 で きた とい う印
象 は強 く残 るの で あ るが 、 そ うで は ない 逆 の解 釈 を許 す よ うな と ころ もあ る。
具 体 的 に言 う と、 この作 品 は主 人公 ホー ル デ ン が 自 ら語 っ て い る とい う一 人称
の 物語 形 式 を とって い るの で あ るが、 最 終 章 で実 は彼 が そ の物 語 を病 院 で精 神
分析 医 に 向か って 話 して い る とい う こ とが分 か るの で あ る。 「多 くの 人 た ちが 、
特 に こ こに い るこの 精神 分 析 医の 男 が そ うなん だ け ど、 次 の9月 に学 校 に戻 っ
た らち ゃん と頑 張 れ るか って絶 えず僕 に訊 いて くるん だ(Salirger276)」 。 こ
の描 写 は そ の ま ま受 け 取 る と何 とも救 い の な い物 語 を暗示 した もの と も受 け 取
れ る。
しか し 『ラ イ麦 畑』 を最 後 まで読 んだ ほ とん どの 読 者 は肯 定 的 な 印象 を受 け
るは ず で あ る。 エ ンデ ィ ン グの少 し前 の、 ホー ルデ ンが 雨 にぬ れ なが ら メ リー
ゴー ラ ン ドに乗 っ て い るフ ィー ビー を見 て い る時 に 「落 ち る と きは 落 ち るん
だ」 と悟 る場 面 は、 間違 い な く彼 の 中 で古 い 自我 が壊 れ 、新 しい 自我 として 生







それ か ら メ リー ゴー ラン ドカ働 き出 した んだ … … 子供 た ちは み ん な金 色 の
輪 を掴 も う と して い る。 フ ィー ビー もね。 それ を見 て彼 女 が あ の 馬 か ら落
ち るん じ ゃな いか って何 だ か心 配 にな って きたん だ。 で も僕 は何 も言 わな
けれ ば何 もしな か っ た。 子供 っ て の は そん な もんな ん だ、 金 色 の 輪 を掴 も
う とす る時 に はそ れ をさせ る しか な い。何 か を言 った りす る必 要 は な い ん















あ り、かつ間違いであることを認識する。それ と同時に子供の無垢な世界に と
どまっていたいと思っていた自分 自身に対 しても同じ事が言えることに気づ く












ー研究の第一人者であるウォーレン ・フレンチ(WarrenFrench)も 『サ リ





















サ リンジャーは、大人へ と成長すべ き時に来ているのに成長できず苦 しんでい






















立の問題を理解 してお く必要がある。ピンカーは 『心の仕組み』(Howthe
MindWorks)の 中で次のように親子間対立の問題を説明している。
家族の心理に遺伝子が影響を及ぼ していることを明 らかにしたのはロバー
ト・トリバース(RobertTrivers)で あるが、進化論的観点か ら見 ると、遺
伝子にとってm大 切な生存と繁殖 と家族関係との間には次のような関係が成
り立つ。次世代に遺伝子を多 く残すには多くの子供 を送 り出すことが必要であ
るが、生まれたての個体は大人に比べてか弱 く、生 き延びられないことも多く、











か し子供の立場からす ると、その子供は、他の血のつながった兄弟 とは50%

































親 との性的関係 を持ちたいと望むエレクトラ ・コンプレックスを持つ とされる。
一見奇想天外に思えるこの理論 も

























































より小さく、弱 く、お金 もな く、経験も浅いことを考えると、そういう場合に
は親子間対立が一連の戦術的撤退 という形をとり、全面戦争 というよりはゲ リ









彼を疎外 させ、彼は理解 されることもなく、深い孤独に追いや られる。親子間
対立の理論における生物学的な考 えは実はより広範な大人と子供の対立にも関
係するとバラシュは指摘する。つまり、全ての若者 と彼らが渉 り合ってい くの
を学んでいかねばならない大人の世界 との対立でもあるのだ。大人の世界とう
まく渉 り合っていくためには、子供は自分の親 と、時には歩調を合わせ、時に
は対立しなが ら、デ リケー トな関係を保っていかなければならないが、残 りの
大人の世界とはもっと危険なや りとりをしなければならない。大人の世界は、
新入 りを競争相手、あるいは利用すべき相手、あるいはその両方 として見てい

















と もか く僕 は 子供 た ちが み ん な この 大 きな ライ麦 畑 の 中 で何 か ゲ ー ム を し
て い る とこ ろ を思 い浮 かべ るん だ。何 千 とい う子 供 た ちが いて ね 、 辺 りに
は誰 もい な い ん だ。 大 人 は 誰一 人 い ない ん だ よ。 その僕 以 外 は ね 。 そ して
僕 はす ご く急 な崖 の端 に立 って い るん だ 。僕 が しな き ゃな らない こ とは 、
子供 た ちが 崖 か ら落 ち そ うに な る と捕 ま えてや るこ とな ん だ。 子 供 って の
は走 って い る時 に は 前 を見 た りしな いか ら、僕 が ど こか らか 出て 行 って 捕
まえ てや らな き ゃな らな いん だ。 一 日中僕 は そ れ だけ を して る。 僕 は ラ イ
麦 畑 の捕 らえ人 に な りた いん だ。 バ カみ た いだ って こ とは分 か って る け ど。
この場 面 に 関 して バ ラ シュ は、 「ホー ル デ ン はお そ ら く捕 ま え られ た い、 そ
して守 られ た い の で あ り、 子供 た ち を捕 まえ た り守 った りす るの は幻 想 に過 ぎ
な いの だ(Barash195)」 と鋭 く指 摘 して い るが 、 これ は全 く的 を射 て い る。
彼 は子供 た ち を無 垢 な世 界 に と どめ て お きた い と思 って い るが 、実 は 自 らが 無
垢 な世 界 に と ど まっ て い たい の で あ る。
バ ラ シュ は続 い て 「ホー ル デ ン は 自 らの崖 か ら落 下 して い る。 そ の 落 下 は 、
大 人 の社 会 か らす れ ば あ る種 の勝 利 で あ る。 なぜ な らホー ル デ ンは 自 らの 物 語





で、誰かと理解 し合 うこともない、周 りの人々を容赦なく非難する間抜けであ
るにもかかわらず説得力を持って若者に語 りかけることが出来たのは、彼が崖
から落ち、大人の世界に敗北を喫したためであると指摘する。




























































関係の中にお り、彼 らの指し手やそれに対する対抗手段は想像 を絶するほ
どの厖大な相互作用の組み合わせへと増大 してい く……。
フィクションの物語は、我々が将来出遭 うかもしれない運命 を決するよ
うな難問や、そういう状況で我々が使 うか もしれない戦略の結果 を取 り揃




































手放 しで子供の側に立って子供 を守って くれるホールデンの姿を見て、この人
なら自分の全てを受け入れて くれると思ったとしても不思議ではない。 これは
ある意味で皮肉である。なぜなら 『ライ麦畑』は長い間、社会や大人の欺瞞を

































バ ラ シュ は 『ライ 麦畑 』 が若 者 に広 く支 持 さ れ た のは、 そ んな親 子 間対 立 に
お け る子 供 の 側 の 反抗 が描 か れ て い るか らだ とい う。大 人 よ り実社 会 で不 利 な
立場 に い る若 者 は 、大 人へ と成長 す る際 、親 と、 あ るい は周 りの 大 人 とデ リケ
ー トな関 係 を築 いて い か な けれ ば な らない 。全 面 戦 争 な どは論 外 で 、 ホー ル デ
ンが した よ うにゲ リラ戦 術 を とって、 ひた す ら疲 弊 して い くよ うな 戦 い を強 い
られ る。 バ ラ シ ュは エ ン デ ィ ン グに お いて ホー ル デ ンが精 神 分 析 医 に語 りか け
て い る とい う描 写 を大 人 の世 界 に対 す る敗 北 と捉 え、 その敗 北 ゆ えに この作 品
は若 者 に支 持 され 続 け て い るの だ と指 摘 して い る。
進化 心 理 学 的 観 点 か ら見 た文 学 の 目的 とは 喜 び と教 訓 を与 え る こ とだ とピン
カー は 言 う。 バ ラ シュ の 説 で は、若 者 は この 作 品 の 中 に逃 げ 隠れ で き る シ ェル
ター を見 出 して い る とい うこ とにな り、 教 訓 的 な 意 味合 いは あ ま り見 出 せ な い 。
しか し私 は、 ホー ル デ ンが メ リー ゴー ラ ン ドに 乗 るフ ィー ビー を見 守 る場 面 に
前 向 きな メ ッセー ジが 描 か れ お り、 この教 訓 が この作 品 を大 き く価 値 あ る もの
に して い る と考 え て い る。
ピン カー に よ る と 自己欺 瞞 も進 化 の産 物 の一 つ だ とい うこ とに な るの だが 、
自己欺 瞞 に 陥 っ た若 者 に とって は、 この作 品の 中に 、大 人 の世 界 か らの 現 実 逃
避 とい う後 ろ 向 きな メ ッセ ー ジ しか 読 み取 れ な いか もしれ な い。 しか し ピン カ
ー の言 う 「真 実 を見 る第 三 の 自己」 の視 点か らこの 作 品 を見 る時、 この作 品が
伝 え よ うと して い る前 向 きで教 訓 的 な真 の メ ッセ ー ジ を読 み取 る こ とが 出来 る
の で あ る。
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